信頼をめぐる通説に関する予備的考察 by 藤田 泰昌 & Taisuke Fujita
 【信頼をめぐる通説】  
 国・社会レベルの知見として、他者一般を信頼する人々の割合が高い社会では（そうではない社会に比べて）、民主的制度がうまく機能する(Putnam 1993)、高い経済成長を実現する
(Zak and  Knack 2001)、人々の健康面でプラスに作用する(Kawachi et al. 2008)、といったことが示されてきた。他方、個人レベルの知見としては、階層の高い人々は他者を信頼する傾向






















































  （１）先進民主主義グループ（日、韓、米、豪）：社会信頼は高いが、組織信頼は低い、（２）中華圏本土グループ（北京、上海）：社会信頼も高く、組織信頼も高い 
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